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物  質  名 2-ナフトール ＤＢ－32 

別  名 β-ナフトール、2-ヒドロキシナフ
タレン 

構 造 式 
 

 

CAS番号 135-19-3 
PRTR番号 － 
化審法番号 4-355 
分子式 C10H8O 分子量 144.17 
沸点 285℃1) 融点 121.6℃1) 
蒸気圧 3.2×10-4 mmHg (25℃、外挿値) 2) 換算係数 1 ppm = 5.90 mg /m3（25℃） 
分 配 係 数（log Pow） 2.7（実測値）3) 水溶性 7.55×102 mg/L（25℃、実測値）4) 

急急急    性性性    毒毒毒    性性性    
 
 動物種 経路 致死量、中毒量等  
 マウス 経口 LD50 98 mg/kg 5)  
 ラット 経口 LD50 1,960 mg/kg 5)  
 ラット 経口 LD50 1,980 mg/kg 5)  
 ラット 吸入 LC50 > 770 mg/m3 (1hr) 5)  

 

中中中    ・・・    長長長    期期期    毒毒毒    性性性    

・雌ラットに 0、90 mg/kg/dayを 10日間強制経口投与した結果、90 mg/kg/day群の血中及び肝臓
でニコチン酸量の減少（血中 30％減、肝臓 40％減）、血清中でニコチンアミド補酵素（25％
減）、1-トリプトファン（75％減）の減少がみられた。90 mg/kg/day群に 20 mg/kg-bwのニコチ
ン酸及び 500 IUのビタミン Aを本物質と同時に投与した結果では、肝臓のニコチンアミド補酵
素値は正常であった 6)。 

・ラットに 0、50、150、450 mg/kg/dayを 28日間強制経口投与した結果、50 mg/kg/day以上の群
で副腎の絶対及び相対重量の増加がみられた。450 mg/kg/day群の雌で被毛の汚れがみられ、雄
では血清中のクレアチニン、ナトリウム、カルシウムの有意な増加、カリウムの有意な低下を

認めた。なお、450 mg/kg/day群の雌では血液検査で投与に関連した影響はなかった 7) 。この結

果から、LOAELを 50 mg/kg/dayとする。 
・ラットに 0、10、40、160 mg/kg/dayを雄には交尾前 10週から計 98日間、雌には交尾前 2週か
ら哺育 20日まで強制経口投与した 1世代生殖毒性試験の結果、10 mg/kg/day以上の群の雄及び
40 mg/kg/day以上の群の雌で一過性の流涎、40 mg/kg/day以上の群の雌雄で鼻漏、雌で自発運動
の低下、160 mg/kg/day群の雄で流涙がみられた。また、40 mg/kg/day以上の群の雄で前胃の粘
膜肥厚（組織検査で扁平上皮過形成）がみられた 8) 。この結果から、LOAEL を 10 mg/kg/day
とする。 

・ラットに 0、0.45、1.35、10.1 mg/m3を 4ヵ月間吸入させた結果、10.1 mg/m3群で死亡（25％）、
体重増加の著明な抑制、血液成分の変化、腎臓及び肝臓の組織の変性、1.35 mg/m3群で程度は

軽いものの 10.1 mg/m3群と同様の症状、0.45 mg/m3群で尿中への窒素排泄量の増加がみられた

との報告 9) があるが、試験方法等の詳細は不明である。 

生生生    殖殖殖・・・発発発    生生生    毒毒毒    性性性    

・ラットに 0、10、40、160 mg/kg/dayを雄には交尾前 10週から計 98日間、雌には交尾前 2週か
ら哺育 20日まで強制経口投与した 1世代生殖毒性試験の結果、10 mg/kg/day以上の群で性周期、
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発情回数、妊娠期間、分娩等の生殖への影響はなく、生殖器官の組織の変性もなかったが、雌

では 40 mg/kg/day 以上の群で一過性の流涎、鼻漏、自発運動の低下がみられた。仔では、160 
mg/kg/day群で出生率の低下がみられ、出生仔の 4日生存率の低下、生後 21日目の低体重（雌）
に有意差を認めた 8)。なお、出生仔には投与に関連した奇形はなかった。この結果から、雄の

生殖毒性の NOAELを 160 mg/kg/day、雌の NOAELを 10 mg/kg/day、仔の NOAELを 40 mg/kg/day
とする。 

ヒヒヒ    トトト    へへへ    ののの    影影影    響響響    

・眼を重度に刺激し、眼に入ると発赤、痛み、かすみ眼、経口摂取すると吐き気、嘔吐、腹痛、

下痢、吸入すると咳、咽頭痛を生じる。反復または長期の接触により、皮膚が感作されること

がある。腎臓、血液、眼に影響を与え、腎臓障害、貧血、水晶体混濁を生じることがある 10) 。 
・皮膚、粘膜の刺激作用があり、皮膚炎を起こす。経皮的にも腎臓の障害及び角膜と水晶体の障

害を起こし得る量が吸収される 11) 。 
・本物質にばく露した労働者で、皮膚炎、結膜炎、鼻炎の発生率の増加がみられた 12) との報告が

ある。 
・1～200 mg/m3のばく露を受けた労働者 303人（男性 140人、女性 163人）では、労働者の 43％
が 5 年以上のばく露を受けており、排尿困難、ネフローゼ、膀胱の炎症を伴う腎臓機能障害が
みられ、胃炎、慢性肝炎、神経系の障害、血液への影響（網状赤血球数の増加、白血球数の減

少など）の発生率も高く、21/303人で接触性皮膚炎がみられたとの報告 13) があるが、詳細は不

明である。 
・本物質 10％濃度を皮膚塗布した皮膚炎の患者 89 人のうち、2 人に陽性反応がみられたとの
報告 14) がある。一方、色素沈着のある接触性皮膚炎の患者 8人に本物質 1％濃度を皮膚塗布し
た試験では陽性反応はなかった 15) 。また、25年間染料工場で働いた経歴を持ち、5年前から四
肢の痒みと色素沈着のある 51 才の男性に、本物質を原料とした 10 種類の染料及び本物質の 1
％濃度を皮膚塗布した試験でも、2 種類の染料に対して陽性反応を示したが、本物質では陽性
反応はなかった 16) 。 

発発発    ががが    んんん    性性性    

IARCの発がん性評価：評価されていない。 

許許許    容容容    濃濃濃    度度度    
 
 ACGIH －  
 日本産業衛生学会 －  
 

暫暫暫    定定定    無無無    毒毒毒    性性性    量量量    等等等    ののの    設設設    定定定    

 経口ばく露については、ラットの中・長期毒性試験から得られたLOAEL 10 mg/kg/day（流涎）
を採用し、試験期間が短いことから 10で除した 1 mg/kg/dayを暫定無毒性量等に設定する。 
吸入ばく露について、暫定無毒性量等は設定できなかった。 
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